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今
回
の
通
常
展
示
で
は
機
会
が
な
く
て

紹
介
で
き
な
か
っ
た
中
世
文
書
の
原
本

を
、
期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
し
た
が
数
点

展
示
い
た
し
ま
し
た
。
御
覧
い
た
だ
け
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
中
で
も
左
の
「
六
波
羅
下
知
状
」

は
公
文
書
館
が
所
有
す
る
文
書
の
な
か
で

最
古
の
年
号
（
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年

十
月
八
日
）
を
持
つ
も
の
で
、
北
条
泰
時

（
武
蔵
守
平
）・
時
房
（
相
模
守
平
）
の
両

名
が
非
法
の
禁
止
を
命
じ
た
も
の
で
す
。

残
念
な
が
ら
前
文
が
欠
け
て
い
る
た
め
、

非
法
の
内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
承
久

の
乱
の
直
後
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
武
士
等
の
荘
園
に
対
す
る
乱
暴
狼
藉

を
禁
止
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 
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展
示
を
終
え
て　

通
常
展
示

　
　

資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史

開
催
期
間　

五
月
一
九
日
～
九
月
一
二
日　

近
世
で
は
毎
年
地
域
を
変
え
て
村
絵
図

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
北
綱
島
村

の
絵
図
（
橘
樹
郡
北
綱
島
村
飯
田
家
文
書

〈
寄
託
〉）
を
出
品
し
ま
し
た
。
公
文
書
館

で
は
、
寄
託
・
寄
贈
を
含
め
て
百
点
を
越

え
る
県
内
各
村
の
村
絵
図
を
所
蔵
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
図
の
中
に
開
発
な

ど
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
の
姿

を
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
絵
図

か
ら
郷
土
の
歴
史
を
探
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

近
現
代
の
展
示
部
分
で
は
、
著
名
人
と

県
内
に
あ
っ
た
別
荘
と
の
か
か
わ
り
を
、

当
館
の
収
蔵
資
料
な
ど
か
ら
紹
介
し
ま
し

た
。明

治
以
降
、
首
都
が
京
都
か
ら
東
京
に

な
る
と
、
皇
族
・
華
族
を
は
じ
め
政
界
・

財
界
の
有
力
者
な
ど
は
東
京
の
本
邸
と
は

別
に
、
東
京
に
近
い
保
養
地
に
静
養
先
や

別
荘
を
も
と
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

海
や
山
が
あ
る
神
奈
川
県
は
そ
う
し
た
保

養
地
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
天
皇
の
御
用
邸
の
ほ
か
、
多
く
の
人

た
ち
の
別
荘
が
お
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
県
内
の
別
荘
地
の
う

ち
、
大
磯
・
葉
山
・
湯
河
原
を
と
り
あ
げ
、

御
用
邸
や
別
荘
で
の
日
々
や
出
来
事
を
資

料
で
た
ど
り
、
神
奈
川
県
の
保
養
地
と
し

て
の
歴
史
を
み
て
い
き
ま
し
た
。

北綱島村絵図（横浜市港北区）

飯田家文書／寄託

葉山海岸の景

（大正２年『神奈川県写真帖』）
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平
成
二
二
年
度
第
一
回
の
ミ
ニ
展
示

は
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
佐
々
木
家

文
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。

佐
々
木
家
は
、
津
久
井
郡
牧
野
村
馬
本

（
現
相
模
原
市
緑
区
）
に
お
い
て
代
々
組

頭
を
つ
と
め
、
明
治
期
に
は
、
戸
長
を
補

佐
し
、
村
の
運
営
に
参
加
す
る
有
力
な
家

の
ひ
と
つ
で
し
た
。
当
館
に
は
、
江
戸
時

代
か
ら
明
治
二
〇
年
代
の
牧
野
村
お
よ
び

馬
本
組
に
関
わ
る
史
料
が
約
二
千
点
寄
託

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
も
今
回
は
、

大
区
小
区
制
導
入
か
ら
町
村
制
施
行
前
の

史
料
か
ら
、
明
治
前
期
の
地
方
支
配
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

下
の
写
真
は
、
明
治
七
年
に
作
成
さ
れ

た
「
御
用
出
勤
控
」
で
す
。
こ
れ
は
、
表

紙
に
「
津
久
井
郡
牧
野
村
馬
本
組　

副
戸

長
佐
々
木
六
郎
左
衛
門
」
と
朱
書
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
牧
野
村
の
副
戸
長
で
あ
っ

た
六
郎
左
衛
門
が
「
御
用
」
＝
公
用
の
控

と
し
て
記
し
た
も
の
で
す
。こ
の
内
容
は
、

吉
野
宿
に
存
在
し
た
小
区
の
戸
長
役
場
に

お
け
る
村
外
と
の
交
渉
の
様
子
や
、
租
税

の
上
納
額
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
す
。
本

史
料
か
ら
戸
長
の
補
佐
役
と
し
て
の
佐
々

木
六
郎
左
衛
門
の
立
場
と
、
明
治
前
期
の

地
方
支
配
の
実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。

神
奈
川
県
内
に
は
徳
川
幕
府
の
最
重

要
街
道
で
あ
っ
た
東
海
道
が
東
西
に
走

り
、
人
馬
の
継
立
や
人
々
の
休
泊
の
た
め

の
宿
場
町
が
、
川
崎
・
神
奈
川
・
保
土
ヶ

谷
・
戸
塚
・
藤
沢
・
平
塚
・
大
磯
・
小
田

原
・
箱
根
の
九
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
徳
川
将
軍
家
も
三
代
家
光
の
頃
ま

で
は
上
洛
な
ど
で
東
海
道
を
利
用
し
た
た

め
、
そ
の
休
泊
用
の
施
設
と
し
て
御
殿
・

御
茶
屋
が
各
所
に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
で
は
神
奈
川
・
藤
沢
・
大
磯
・
箱
根
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
中
原
街
道
の
小

杉
・
下
川
井
・
中
原
に
も
御
殿
・
御
茶
屋

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
御
殿
は
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）

年
か
ら
寛
永
十
一
（
一
六
三
四
）
年
ま
で

の
三
五
年
間
に
、
二
〇
数
回
に
わ
た
っ
て

利
用
さ
れ
た
こ
と
が
「
徳
川
実
記
」
な
ど

の
記
録
で
確
認
で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
の

年
家
光
が
上
洛
の
途
上
で
宿
泊
し
た
の
を

最
後
に
、
将
軍
の
上
洛
が
行
わ
れ
な
く
な

り
、
神
奈
川
御
殿
は
宿
泊
施
設
と
し
て
の

役
割
を
終
え
ま
し
た
。
延
宝
七（
一
六
七
九
）

年
に
は
検
地
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
天
和
元

（
一
六
八
一
）
年
に
御
守
殿
跡
地
を
残
し
高

入
地
（
年
貢
地
）
と
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
御
殿
は
、
現
在
の
神
奈

川
区
神
奈
川
本
町
の
東
西
南
北
を
金
蔵
院

と
成
仏
寺
、
国
道
一
五
号
と
Ｊ
Ｒ
線
で
囲

ま
れ
た
地
域
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

開
催
期
間　

平
成
二
二
年
七
月
一
〇
日
～
九
月
八
日　

　
　

  

神
奈
川
御
殿
と
神
奈
川
宿

「御用出勤控」（請求記号：��00443969）

（上）神奈川町絵図（部分）

（右下） 御守殿跡本丸附近絵図　　

／神奈川宿本陣石井家文書

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

開
催
期
間　

平
成
二
二
年
五
月
八
日
～
七
月
七
日　

　
　

佐
々
木
家
文
書
に
み
る

　
　
　
　

明
治
前
期
の
地
方
支
配　
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所

蔵

資

料

紹

介

平
成
二
二
年
度
第
三
回
の
ミ
ニ
展
示
で

は
、
当
館
所
蔵
の
武
蔵
国
橘
樹
郡
神
奈
川

宿
本
陣 

石
井
家
文
書
の
中
か
ら
、
東
京
湾

漁
業
組
合
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
内
湾
（
現 

東
京
湾
）
沿

海
の
漁
村
は
、
相
互
協
力
的
に
漁
業
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
が
て
違
法
な
漁

業
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
争
論
が

頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
に
「
内

海
議
定
」
が
結
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
後

の
東
京
湾
漁
業
組
合
の
前
身
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）、
政
府
の
税
制

改
正
の
際
、
神
奈
川
町
は
江
戸
時
代
以
来

の
入
会
ど
お
り
に
営
業
で
き
る
よ
う
願
書

を
差
出
し
て
い
ま
す
。
明
治
に
な
っ
て
も
、

江
戸
時
代
以
来
の
形
態
が
維
持
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

明
治
一
四
年
に
内
務
省
乙
第
二
号
が
出

さ
れ
る
と
、
当
時
問
題
と
な
っ
て
い
た
小

晒
網
漁
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
東
京
湾

漁
業
者
に
よ
る
「
内
湾
組
合
漁
業
契
約
証
」

が
結
ば
れ
ま
す
。

明
治
一
七
年
に
同
業
組
合
準
則
が
制
定

さ
れ
る
と
、
内
湾
漁
業
者
は
こ
れ
に
基
づ

き
「
東
京
湾
漁
業
組
合
規
約
」
を
作
成
し

農
商
務
省
へ
認
可
を
願
い
出
ま
す
。
こ
の

規
約
は
明
治
一
九
年
に
特
別
認
可
さ
れ
ま

す
が
、
同
年
の
漁
業
組
合
準
則
に
基
づ
き

更
正
さ
れ
、
明
治
二
一
年
に
正
式
に
東
京

湾
漁
業
組
合
の
規
約
と
し
て
認
可
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
江
戸
時
代
に
漁
業

者
間
で
結
ば
れ
た
議
定
が
、
時
々
の
政
策

と
も
あ
い
ま
っ
て
、
漁
業
組
合
組
織
へ
と

変
遷
し
て
い
っ
た
過
程
が
う
か
が
え
ま
す
。

●
歴
史
的
公
文
書

「
昭
和
四
十
六
年
度　

政
令
市
移
行
に
伴
う

移
管
事
務
」（
Ｂ
Ｈ
１
９―

６―

３
）

今
年
四
月
、
県
内
に
三
つ
め
の
政
令

指
定
都
市
（
相
模
原
市
）
が
誕
生
し
ま

し
た
。
政
令
指
定
都
市
移
行
の
決
定
は
、

二
〇
〇
九
年
県
政
重
大
ニ
ュ
ー
ス
・
ト
ッ

プ
10
内
に
選
ば
れ
て
お
り
、
県
政
に
も
大

き
く
影
響
を
与
え
る
出
来
事
で
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
川
崎
市
が
政

令
指
定
都
市
と
な
っ
た
昭
和
四
十
七
年
の

前
年
に
民
生
総
務
室
で
作
成
さ
れ
た
、
県

の
事
務
を
川
崎
市
に
移
管
す
る
引
継
ぎ
関

係
の
簿
冊
文
書
で
す
。

市
に
移
管
す
る
事
務
内
容
、
事
務
処
理

量
、
移
管
に
伴
い
処
分
す
る
財
産
等
の
調

査
に
対
す
る
回
答
の
伺
い
や
県
・
市
の
課

長
等
で
細
か
い
事
務
の
取
扱
い
を
協
議
し

た
報
告
書
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
民
生
部
に
関
わ
る
事
務
引
継
書
な
ど
を

基
に
作
成
さ
れ
た
、
県
全
体
の
「
指
定
市

移
行
に
伴
う
引
継
書
」
も
印
刷
さ
れ
た
も

の
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
民

生
の
他
、
衛
生
・
土
木
・
建
築
の
各
部
や

教
育
委
員
会
等
の
事
務
事
業
及
び
職
員
関

係
の
引
継
ぎ
、
財
産
関
係
の
使
用
・
譲
渡

等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
財
産
関
係
の
覚
書
（
写
）
の
、
有
償
で

譲
渡
さ
れ
る
土
地
・
建
物
の
売
買
代
金
か

ら
、
無
償
で
譲
渡
さ
れ
る
「
や
か
ん
」「
そ

ろ
ば
ん
」
に
至
る
ま
で
の
詳
細
な
記
載
に

は
驚
き
ま
す
。

他
に
川
崎
市
の
政
令
市
移
行
に
関
す
る

文
書
は
、
管
財
課
の
「
土
地
処
分
」
や
道

路
建
設
課
の
「
川
崎
市
政
令
市
移
行
に
伴

う
引
継
関
係
」
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
民
の
方
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
で
利

便
性
が
増
す
市
へ
の
事
務
移
管
で
す
が
、

そ
の
裏
で
は
漏
れ
な
く
円
滑
な
引
継
ぎ
が

で
き
る
よ
う
十
分
調
査
・
準
備
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
相
模
原
市
へ

の
移
管
の
文
書
が
引
き
渡
さ
れ
閲
覧
で
き

る
の
は
数
十
年
先
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

前
回
と
ど
の
よ
う
な
相
違
点
が
見
ら
れ
る

か
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
平
成
一
九
年
度
引
渡
し
）

ID
��99435��4

「
御
認
可
願
」

ミ
ニ
展
示

開
催
期
間　

平
成
二
二
年
九
月
一
一
日
～
一
一
月
一
〇
日　

東
京
湾
漁
業
組
合

神
奈
川
宿
本
陣

　

石
井
家
文
書
に
み
る



― 4 ―

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り
（
第 

二
四
号
）

　

平
成
二
二
年
九
月
三
〇
日
発
行

　
　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　
　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　
　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　
　

電
話　

〇
四
五 

（
三
六
四
） 

四
四
五
六

交通の案内

電車の場合　相鉄線「二俣川駅」 （横浜駅から急行で11分） 下車／徒歩17分又は

　　　　　　相鉄バス「運転試験場循環」行きで 「運転試験場」 下車徒歩３分

車 の 場 合　「保土ヶ谷バイパス」 本村インターから６分

●
古
文
書
資
料

石
井
家
文
書
（
寄
託
資
料
）

所

蔵

資

料

紹

介

相
模
原
市
緑
区
沢
井
（
旧
津
久
井
郡
藤

野
町
沢
井
）
石
井
元
三
郎
氏
宅
に
伝
来
し

た
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
か
ら
昭
和

初
期
に
至
る
文
書
群
で
主
に
江
戸
時
代
沢

井
村
名
主
文
書
を
中
心
と
す
る
。
当
家
は
、

戦
国
大
名
北
条
氏
家
臣
団
津
久
井
衆
の
一

員
で
沢
井
村
四
貫
文
を
知
行
す
る
武
士
で

あ
っ
た
。
北
条
氏
滅
亡
後
村
内
日
野
に
土

着
し
、
慶
長
検
地
で
は
沢
井
村
名
主
と
し

て
当
家
一
族
の
六
郎
兵
衛
（
中
里
、
石
井

達
也
氏
宅
）
と
共
に
村
の
経
営
に
当
っ
た
。

伝
来
文
書
は
、
中
世
末
期
津
久
井
城
主
内

藤
綱
秀
朱
印
状
（
掲
出
写
真
、「
新
編
武
蔵

風
土
記
稿
」
に
紹
介
）、
慶
長
・
元
和
・
寛

永
等
初
期
か
ら
の
検
地
帳
、
寛
永
二
年
以

降
の
年
貢
割
付
状
、
江
戸
期
、
明
治
期
の

村
絵
図
も
豊
富
に
あ
る
。
明
治
期
資
料
に

尾
崎
行
雄
（
咢
堂
）
父
の
書
状
、
平
民
議

会
設
立
之
旨
趣
、
大
正
期
多
摩
川
改
修
臨

時
神
奈
川
県
会
報
告
、
八
王
子
織
物
同
業

組
合
定
款
、
同
総
会
資
料
、
北
相
織
物
同

業
組
合
定
款
、
業
務
成
績
等
が
あ
る
。

旧
名
主
源
左
衛
門
の
子
息
に
発
太
郎
が

い
る
。
発
太
郎
は
、
板
垣
退
助
が
率
い
る

自
由
党
の
一
員
で
あ
っ
た
。
板
垣
支
持

者
が
日
清
戦
争
従
軍
の
た
め
台
湾
に

渡
っ
た
折
り
、
彼
も
ま
た
渡
航
し
た
が

病
に
罹
り
当
地
で
没
し
た
。
自
由
党
政

治
結
社
融
貫
社
社
長
石
阪
昌
孝
（
初
代

神
奈
川
県
会
議
長
）
は
、
故
人
の
葬
儀

に
当
り
「
自
由
党
壮
士
石
井
発
太
郎
君

ノ
長
逝
ヲ
哀
悼
シ
恭
ク
弔
詞
ヲ
呈
ス
」

と
特
に
「
自
由
党
壮
士
」
で
あ
っ
た
こ

と
を
弔
辞
で
述
べ
て
い
る
。
後
年
板
垣

退
助
の
子
孫
が
板
垣
の
活
動
を
調
査
す

る
目
的
で
本
文
書
群
の
寄
託
者
元
三
郎

氏
を
訪
ね
て
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
自

由
党
関
係
資
料
、
台
湾
渡
航
中
で
の
出

来
事
、
上
陸
後
の
日
々
の
様
子
を
赤

裸
々
に
伝
え
る
書
簡
が
有
る
。
発
太
郎

が
小
笠
原
東
陽
開
学
の
耕
餘
塾
で
学
ん

だ
こ
と
を
証
す
る
明
治
十
二
年
四
月
羽

★
企
画
展
示

・「
感
染
症
と
の
た
た
か
い
」

　

一
〇
月
五
日
㈫
～
一
二
月
一
二
日
㈰

・「
神
奈
川
の
旗
本
知
行
地
」

　

一
月
二
六
日
㈬
～
三
月
一
三
日
㈰

★
ミ
ニ
展
示

・「
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
に
み
る

東
京
湾
漁
業
組
合
」

　

九
月
一
一
日
㈯
～
一
一
月
一
〇
日
㈬

・「
昭
和
七
年
上
海
爆
弾
事
件
の
記
録
」

　

一
一
月
一
三
日
㈯
～
一
月
一
九
日
㈬

・「「
開
国
百
年
祭
」
を
調
べ
る
に
は
」

　

一
月
二
二
日
㈯
～
三
月
三
一
日
㈭

★
常
設
展
示

　

四
月
一
六
日
㈮
～
三
月
三
一
日
㈭

・「
大
山
詣
と
石
尊
大
権
現
」

・「
飯
田
家
文
書
に
み
る
近
世
の
北
綱

島
村
」

・「
飯
田
家
文
書
に
み
る
地
方
名
望
家
」

・「
歴
史
的
公
文
書
の
保
存
」

・
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
（
定
員
五
〇
名
）

　

一
二
月
五
日
㈰　

湯
河
原
町

・
古
文
書
解
読
入
門
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

二
月
六
日
㈰
～
三
月
一
三
日
㈰
の

各
日
曜
日
（
全
六
回
）

 

講
座
の
ご
案
内 

 

展
示
の
ご
案
内 

 

館
利
用
の
ご
案
内 

 

（
利
用
時
間
） 

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
） 

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥
邸
耕
餘
家
塾
卒
業
証
書
も
伝
わ
る
。

寄
託
総
点
数
一
，
九
〇
〇
点


